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南日本沿岸に生息するエダミドリイシAcropora tumidaの集団遺伝学的解析 

○畠山えり子 

 

【目的】エダミドリイシAcropora tumidaは高緯度域に出現するサンゴの代表種である。本

州中部の沿岸域は人間活動の影響を強く受けるため、現在、多くのサンゴ群落が破壊と消

失の危機に直面している。サンゴ集団の維持・回復機構を考える上で、集団内の遺伝的多

様性や集団間の交流程度を把握することは重要である。本研究では、南日本沿岸各地のエ

ダミドリイシ群集の遺伝子レベルにおける多様性と集団構造について明らかにすることを

目的とした。 

【方法】試料は、長崎県、熊本県、高知県、徳島県、和歌山県、静岡県、千葉県に至る6地

域12地点から採集した。DNA抽出後、ミトコンドリアDNAの調節領域（約1400bp）をPCRで増

幅し、3種類の制限酵素で消化を行い、試料ごとのバンドパターンの違いを調べた（RFLP分

析）。 

【結果・考察】357群体の解析の結果、合計10のハプロタイプが検出された(100群体が10の

遺伝子タイプに分類されることを示す)。１型のハプロタイプに注目してみると、長崎県か

ら静岡県まで全ての地域で検出されていることが分かる。このように地理的に離れた地点

間でも同型のハプロタイプを共有していることから、現在までに地域間での移入が起こっ

たことが伺える。さらに、多くの地域でハプロタイプが一つの型に集中していることから、

集団の多様性は低く、破片分散などの無性生殖により集団が維持されている可能性が高い

と言える。今後は、解析に用いる領域を変えるなどして、さらに詳しい解析を試みたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南日本沿岸に生息するエダミドリイシのハプロタイプ組成 

円グラフ横の数字はハプロタイプの型の種類を示す 


